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 はじめに 

 

千里高校では、毎年テーマを決め、授業研究会を開催しております。本校は令和４年度に、SSH

第三期の指定をうけ、その取組の柱のひとつに「考察力の育成」を掲げています。探究活動におい

て重要となる考察力は、探究活動だけではなく、普段の授業でも培っていく必要がある力だと考え

ています。そこで、今回の授業研究会では「考察力の育成」をテーマとし、教科を越えた教員間の

学び合いを目的といたしました。事前に全体研修と称し、教員間で考察力にどのような要素がある

のか意見を出し合い、分類し、以下の７つの要素にまとめました。本授業研究会では、このうちの

１つもしくは２つ以上を取り上げ、授業づくりをいたしました。 

 

＜考察力の要素＞ 

①論理性 

 道すじ、見通しを立てる。基本法則から論理的に考える。 

②抽象化 

 具体的→抽象化。一般化。部分から全体に結びつける。 

③批判・疑問 

 疑問をもつ。情報の信憑性を疑う。批判的に物事を考える。 

④分析・比較 

 資料やグラフを読み解く。他と比較する。 

⑤言語化・表現 

 考えていることをことばにする。自分のことばで表現する。 

⑥創造力 

 新しいアイデアを出す。ヒラメキ。 

⑦視野の広さ・想像力 

 あらゆる観点から物事をみて考える。多面的・多角的に考える。イメージする。 

 

生徒が主体的に取り組む資質・能力を評価できる授業をめざし、各教科・科目から選出された授

業づくりチームが作り上げた授業案とその実践から“考察力の育成”と、それに対する生徒の姿を軸

に、研究協議・全体共有会を実施します。公開授業においては、授業者の考察力の育成に対する生

徒の様子をご覧ください。 
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また、今回の授業研究会では、「教科を越えた教員間の学び合い」と、「考察力の育成」について

考えます。授業の専門的な内容ではなく、「考察力の育成」や生徒の様子に着目してもらうため、

授業見学者の半数以上は他教科の教員となっております。教科・科目の専門的な内容よりも“もた

らされた生徒の考察の深化”について研究協議を実施したいと考えております。 

 

授業見学と研究協議の主な観点は、 

① 本時の目標と、“考察力の育成”について 

② 生徒の様子や変容と、本時の評価について 

２点としています。研究協議や全体共有会が、『考察力の育成』の共有と、さらなる授業手法や可

能性の模索ができるような場としたいと考えております。 

 

本日の授業研究会が、参加者の皆様方にとって有益な機会になれば幸いです。 
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研究授業テーマ・授業場所等 

教科・科目  授業づくりチーム 授業クラス 授業場所 

国語①  １年１組 １年１組 HR 教室 

科目とテーマ 言語文化 「伊勢物語『筒井筒』 主人公の人物像を踏まえた本文の読解」 

本時の目標 
伊勢物語の主人公とされる在原業平の人物像を踏まえ、「筒井筒」後半部分を主体的に考察しながら読解し、内容を

理解する。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：①論理性】 

伊勢物語「芥川」「東下り」「筒井筒(前半部分)」から導き出される在原業平の人物像を踏まえ、「筒井筒(後半部分)」

の展開について見通しをたてながら読解する。 

芸体家情  1 年 2 組 音楽教室 

科目とテーマ 音楽Ⅰ「音楽の要素から表現方法を考える」 

本時の目標 楽譜から読み取れる音楽の要素から、音楽的な表現方法を考察する。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：④分析・比較、⑤言語化・表現】 

楽曲におけるさまざまな音楽の要素の働きを分析し、グループごとに表現方法を考える。 

英語  １年３組 １年３組 HR 教室 

科目とテーマ 総合英語 R「研修旅行の資料を用いて提案をしよう」 

本時の目標 ホームステイ先からの資料を使い、活動内容について吟味・提案をする。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：③批判・疑問、⑤言語化・表現】 

研修旅行の資料を用いて、ホームステイ中の活動についてホストファミリーに提案する。資料の内容に疑問を持ち、新たな

提案をする力を育成する。 

数学①  １年４組 １年４組 HR 教室 

科目とテーマ 数学 A 「ゲームの必勝法を考える」 

本時の目標 ゲームに数学的な要素を見いだし、数学を活用して考察する。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：①論理性、②抽象化、⑤言語化・表現、⑦視野の広さ・想像力】 

グループで必勝法を考え、自分の考えを表現したり伝えあったりする活動を通して、論理的に考える力を育成する。また、

条件を変えたり、抽象化したりすると必勝法があるのかについても話し合い、考察力を育成する。 

社会  1 年 5 組 １年５組 HR 教室 

科目とテーマ 公共 「君たちはどう立てるか ~仮説の立案に挑戦~」 

本時の目標 ワーク・ライフ・バランスにまつわる諸課題・現象について、その根源がどこにあるか、仮説を立てる。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：①論理性、⑦視野の広さ・想像力 】 

有給消化率の低さなどの現象について、その根源にどのような社会的背景があるのか道筋を立てながら考える。立案した

仮説をグループで共有しながら、さらに踏み込んだ仮説を考え出す。 

理科  1 年 6 組 化学実験室 

科目とテーマ 理数物理 「重さと質量」 

本時の目標 学習した自然法則をもとに、実験結果を考察し、理解する。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：③批判・疑問、④分析・比較】 

天秤と風船を用いた実験を行い、結果に疑問を持ち、自然法則をもとに分析し、理解を深める。 

国語②  １年 7 組 １年７組 HR 教室 

科目とテーマ 言語文化 「伊勢物語『筒井筒』 主人公の人物像を踏まえた本文の読解」 

本時の目標 
伊勢物語の主人公とされる在原業平の人物像を踏まえ、「筒井筒」後半部分を主体的に考察しながら読解し、内容を

理解する。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：①論理性】 

伊勢物語「芥川」「東下り」「筒井筒(前半部分)」から導き出される在原業平の人物像を踏まえ、「筒井筒(後半部分)」

の展開について見通しをたてながら読解する。 

数学②  １年 8 組 １年８組 HR 教室 

科目とテーマ 数学 A 「ゲームの必勝法を考える」 

本時の目標 ゲームに数学的な要素を見いだし、数学を活用して考察する。 

考察力の要素 

とねらい 

【考察力の要素：①論理性、②抽象化、⑤言語化・表現、⑦視野の広さ・想像力】 

グループで必勝法を考え、自分の考えを表現したり伝えあったりする活動を通して、論理的に考える力を育成する。また、

条件を変えたり、抽象化したりすると必勝法があるのかについても話し合い、考察力を育成する。 
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学習指導案 

国語科 

授業づくりチームメンバー 授業者 科目 対象クラス 教室 

  言語文化 1年 1組・1年 7組 1-1教室・1-7教室 

 

1.単元名 

伊勢物語 筒井筒 

2.単元の目標 

主人公の「男」の人物像を理解することができる。「筒井筒」後半における、「男」の行動の理由について理解することができる。 

 

3.単元の指導と評価の計画（全１時間） 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 
学習内容 

〔何を学ぶか〕 

学習活動 

〔どのように学ぶか〕 

評価の観点 主な評価規準【観点】と評価方法等 

〔何ができるようになるか〕 知 思 主 

１回完結型につき記載なし 

 

4.本時のテーマ 

・主人公「男」の人物像を考察する。 

・「筒井筒」後半を読解し、「男」の行動の理由について考察する。 

5.本時の目標 

・主人公の「男」の人物像を理解することができる。 

・「筒井筒」後半における、「男」の行動の理由について理解することができる。 

6.取り上げる「考察力」の要素（別紙①～⑦のうちのどれか） 

①論理性 

7.「考察力」の育成のねらい 

・「芥川」「あづま下り」「筒井筒(前半)」の登場人物である「男」が同一人物であると仮定した場合、「男」とはどのよ

うな人物だと考えられるか考察する。また、「筒井筒(後半)」における「男」の行動の理由について、和歌に着目し、考

察する。 

 

8.本時の評価規準・判断基準  

観点 「十分満足できる」状況（A） 「概ね満足できる」状況（B） 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断さ

れた生徒に対する支援のてだて 

知・技 「男」の人物像について、過去の学

習内容を踏まえ、論理的に考察で

きる。また、「男」の行動の理由に

ついて、和歌を手掛かりに考察で

きる。 

「男」の人物像について、他者ととも

に考察できる。また、「男」の行動の理

由について考察できる。 

助言を行い、考察ができるように促

す。 

思・判・ 「男」の人物像について過去の学 「男」の人物像について、言語化する 助言を行い、考察ができるように促
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表 習内容を踏まえ、自分の言葉で言

語化できる。また、「男」の行動の

理由について、和歌を解釈し、自分

の言葉で言語化できる。 

ことができる。また、「男」の行動の理

由について言語化できる。 

す。 

主体性 「男」の人物像と物語後半部分の

行動の理由について、他者を巻き

込んで考察しようとする。 

「男」の人物像と物語後半部分の行動

の理由について、自分なりに考察しよ

うとする。 

助言を行い、考察ができるように促

す。 

 

9.本時の学習過程 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導

入 

5分 

・ワークシートの配付 

・グループを組む 

・本時の目標の説明 

・クラス全体で本時の目標を確認する。 

・一斉指導の際の生徒の切り替えに留意

する。 

 

展

開

１ 

 

15

分 

 

 

展

開

２ 

 

25

分 

 

 

 

・事前に入力したフォームの入力

結果の提示 

・伊勢物語と在原業平についての

説明 

・「男＝在原業平」の人物像の考察 

 

 

・物語の後半部分の読解 

・「男」の行動とその理由に関する

考察 

・テキストマイニングを利用し、入力し

た結果を視覚的に捉えやすくする。 

・他者と意見交流する時間を設定し、課

題に対して多面的に考えられるように

留意する。 

 

 

 

・物語後半の「男」内容について、班で

確認させる。 

・「男」の行動の理由について、根拠とな

る表現を本文中から探させる。その際、

和歌の解釈にも着目させる。 

●【思考・判断・表現】 

課題に対する自分の意見を言語化するこ

とができているか。 

●【主体性】 

課題に対して自分なりの意見を持とうと

しているか。 

 

 

●【知識・技能】 

物語後半の内容について、単語や文法の

知識を用いて、読解できているか。 

●【思考・判断・表現】 

課題に対する自分の意見を言語化するこ

とができているか。 

●【主体性】 

課題に対して自分なりの意見を持とうと

しているか。 

ま

と

め 

5分 

 

本時の振り返り ・  
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地歴・公民科 

授業づくりチームメンバー 授業者 科目 対象クラス 教室 

  公共 1年５組 １年５組ＨＲ教室 

 

1.単元名 

労働問題と労働者の権利 

2.単元の目標 

こんにちの労働問題について、その原因・要因に何があるか、仮説を立てて検証する。 

 

3.単元の指導と評価の計画（全２時間） 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 
学習内容 

〔何を学ぶか〕 

学習活動 

〔どのように学ぶか〕 

評価の観点 主な評価規準【観点】と評価方法等 

〔何ができるようになるか〕 知 思 主 

１ 

本

時 

労働問題の概要 

仮説立案の方策 

・ワーク・ライフ・バラン

スにまつわる題材を通じ

て、自身の将来に深くか

かわる事項として学習す

る。 

・Web検索をもちいずに、推

論とアウトプットの反復

を通じて仮説を立てる経

験をつむ。 

● 〇 〇 

[知] ワーク・ライフ・バランスにまつわる日本の労働環境

について、簡単に説明できる。 

[思] 原因と要因を分けて考えることができる。一般に指摘

される原因に踏み込んで仮説を立てることができる。 

[主] ワークに積極的に取り組み、グループの活動に協力的

に参加できる。 

２ 

帰納的検証 

演繹的検証 

参考資料の明示 

・帰納法と演繹法を復習

し、検証方法の大きな二

つの方針について学習す

る。 

・自分で立てた仮説につい

て、どのような資料を確

かめるべきか、考察する

経験をつむ。 

・資料の収集と同時に、出

典を記録する。 

● ● 〇 

[知] 帰納的検証と演繹的検証の違いについて、簡単に説明

できる。 

[思] 自分の立てた仮説について、帰納的検証または演繹的

検証をおこなうか判断できる。どのような情報や資料

を確かめれば、仮説の是非を判断できるか考察でき

る。 

[主] ワークに積極的に取り組み、グループの活動に協力的

に参加できる。 

 

4.本時のテーマ 

君たちはどう立てるか ～仮説立案にチャレンジ～ 

5.本時の目標 

社会的課題 

6.取り上げる「考察力」の要素（別紙①～⑦のうちのどれか） 

①論理性、⑦視野の広さ・想像力 

7.「考察力」の育成のねらい 

Web検索を通じて得た情報を鵜呑みにするのではなく、社会的課題について自身の視点をもつ姿勢を育成する。 
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8.本時の評価規準・判断基準  

観点 「十分満足できる」状況（A） 「概ね満足できる」状況（B） 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断さ

れた生徒に対する支援のてだて 

知・技    

思・判・表 

個人の行動や価値観など、自分の

身のまわりに関連付けた仮説を立

てることに成功している。 

①原因と要因をわけて考えることがで

きている。②要因について仮説を立て

ることに成功している。 

①②：適宜様子を見つつ、声掛けを通

じて理解度をはかり、趣旨を理解でき

るよう促す。 

主体性 

ワークの趣旨を踏まえつつ、他者

の視点や考えを柔軟に受けとめ、

または見通しを立てて取り組んだ

様子がうかがえる。 

①ワークの趣旨に沿って取り組んでい

る様子がうかがえる。②グループで協

力して自分の意見を共有する様子がう

かがえる。 

①②：適宜様子を見つつ、停滞してい

るようならば発問を通じて取り組み

を促す。 

 

9.本時の学習過程 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導

入

15

分 

・ワークシートを確認し、本時のワ

ークの概要を認識する。 

・有給休暇の取得率や、Ｍ字カーブ

(Ｍ字型雇用)の現状について知

る。 

・STEP１に取り組み、トピックスの

原因として思いつくものを考え

る。 

・提示しているトピックスに加えて「男性

育休取得率」や「フレックスタイム制の

導入率」など、将来の労働環境にかかわ

る制度や現状などを提示し、自分事とし

てとらえるよう促す。 

・STEP１で考える内容は直接的と思える原

因にしぼるよう、また、複数挙げてみる

よう促す。 

〇[主] STEP１の取り組みにおいて、充実し

た記述がみられるか。 

展

開

15

分 

・ヒント①を通じて「仮説を立て

る」とはどのようなことか認識す

る。「原因」と「要因」の違いを認

識する。 

・STEP２に取り組み、原因を構成す

る要因を考える。 

・ヒント①の説明を通じて、「仮説」と「答

え」が異なることを認識するよう促す。

身近な例を挙げて「原因」と「要因」の

違いを理解できるよう促す。 

・今回のワークでは、「主体」や「行動/価

値観」まで具体化することを目標とする

よう促す。 

〇[思] STEP２の取り組みにおいて、ワーク

の趣旨を踏まえて要因を考え出すこ

とができたか。 

展

開

15

分 

・ヒント②を通じて「フィッシュボ

ーン」について理解する。 

・STEP３に取り組み、グループでフ

ィッシュボーンを完成させる。グ

ループワークを通じて様々な視

点を獲得し、新たな原因や要因を

考え出す。 

・ヒント②の説明を通じて、「フィッシュボ

ーン」の使い方や狙いを認識するよう促

す。 

・STEP３に取り組み、Googleスプレッドシ

ートを共有してフィッシュボーンを完

成させるよう促す。未入力部分につい

て、方針Ａ/Ｂを参考にしながら完成さ

せるよう促す。 

〇[思] STEP３の取り組みにおいて、ワーク

の趣旨を踏まえてフィッシュボーン

を作成できたか。 

〇[主] STEP３の取り組みにおいて、グルー

プ内で協力してフィッシュボーンの

完成に寄与したかどうか。 

ま

と

め

５

分 

・STEP４に取り組み、自身の仮説を

立てる。 

・STEP５に取り組み、本時を振り返

る。 

・STEP４で立てる仮説は具体的な主体や、

個人の行動/価値観に迫るものとなるよ

う、再度注意喚起する。 

・最後に、次回は仮説を検証するワークと

なることを周知する。 

〇[思] これまでの取り組みを通じて、

STEP４で立てた仮説がより精度の高

いものとなっているか。 

〇[主] STEP５において、自身の取り組みに

対する振り返りや今後の展望につい

ての記述が充実しているか。 
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10.教材・ワークシート 
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数学科 

授業づくりチームメンバー 授業者 科目 対象クラス 教室 

  数学 A 1年 4組・1年 8組 1-4教室・1-8教室 

 

1.単元名 

数学と人間の活動 

2.単元の目標 

数学と人間の活動について、数学的活動を通して、それらを数理的に考察することの有用性を認識する 

 

3.単元の指導と評価の計画（全１時間） 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 
学習内容 

〔何を学ぶか〕 

学習活動 

〔どのように学ぶか〕 

評価の観点 主な評価規準【観点】と評価方法等 

〔何ができるようになるか〕 知 思 主 

１回完結型につき記載なし 

 

4.本時のテーマ 

ゲームの必勝法を考える 

5.本時の目標 

ゲームに数学的な要素を見いだし、数学を活用して考察する。 

6.取り上げる「考察力」の要素（別紙①～⑦のうちのどれか） 

① 論理性、②抽象化、⑤言語化・表現、⑦視野の広さ・想像力 

7.「考察力」の育成のねらい 

グループで必勝法を考え、自分の考えを表現したり伝えあったりする活動を通して、論理的に考える力を育成する。ま

た、条件を変えたり、抽象化したりすると必勝法があるのかについても話し合い、考察力を育成する。 

 

8.本時の評価規準・判断基準  

観点 「十分満足できる」状況（A） 「概ね満足できる」状況（B） 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断

された生徒に対する支援のてだて 

知・技 ゲームの設定を多面的かつ論理的に考

え，ゲームで勝つ方法を導くことがで

きる。 

ゲームの設定を理解し，ゲームで勝

つ方法を導くことができる。 

声掛けをし、考察ができるように促

す。 

思・判・表 ゲームの設定やゲームの仕組みを論理

的に考察し、式や文章で表現すること

ができる。 

ゲームの設定やゲームの仕組みを論

理的に考察することができる。 

声掛けをし、考察ができるように促

す。 

主体性 ゲームで勝つ方法やゲームの仕組みな

どを，論理的に考察し、条件を変えた

場合や抽象化した場合についても考察

しようとする。 

ゲームで勝つ方法やゲームの仕組み

などを，論理的に考察しようとする。 

声掛けをし、考察ができるように促

す。 
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9.本時の学習過程 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導

入 

 

３

分 

・グループを組む（事前に組んだ

10班） 

・今回の目標の説明 

・ワークシートの配布 

・Chromebookを準備 

・目標を全員で共有する  

展

開

１ 

 

15

分 

 

 

 

 

展

開

２ 

 

15

分 

 

展

開

３ 

 

12 

分 

 

・石取りゲームのルールを説明す

る。 

・班内の 2人組（場合によっては

3人組）で、石取りゲーム（石の

数 20 個、一度に取れる石の数は

3個まで、最後に石を取れなくな

った方の負け）をし、結果を記録

する。 

・石取りゲームに勝つにはどうす

ればよいかを考えさせ、共有す

る。 

 

 

 

・石を取った後、残った石の個数

nに着目し、n=0～4のとき、必勝

法はあるかを考えさせる。 

 

 

 

 

・表 4を埋め、石取りゲームの必

勝法を考える。 

 

 

・石を取れる個数が k個である石

取りゲーム(k 個 ver)の必勝法を

考えさせる。 

 

・余裕のある生徒には石取りゲー

ム（2 山 ver）についても必勝法

を考えさせる。 

 

 

 

・机間巡視をし、進捗状況を把握する。 

 

 

 

 

 

・表 1 において、B が勝つにはどの場面

で何個石を取ればよかったのかを考え

させる。 

・記録した表 2,表 3においても、同様の

ことを考えさせる。 

 

・n=0のときは誰が勝つかを考えさせる。 

・n=1～3のときは誰が勝つかを考えさせ

る。 

・n=0と n=1～3の結果から n=4のときは

どうなるかを考えさせる。 

 

・n が 4 の倍数になるように石を取れば

勝てることを気づかせる。 

 

 

・具体的に k=5,k=7のときの表を書かせ

る。 

・n が k+1 の倍数になるように石を取れ

ば勝てることに気づかせる。 

・石取りゲーム（2山 ver）についも同様

の考え方ができることを伝える。 

 

 

●【主】（ワークシート） 

 

 

 

 

 

●【思】（ワークシート） 

 

 

 

 

 

●【知・思】（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

●【知・思】（ワークシート） 

 

 

 

●【知・思・主】（ワークシート） 
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ま

と

め 

 

５

分 

 

・本日の振り返り 

  

・振り返りシートの記入・提出 

 

 

 〇【主】（振り返りシート） 
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10.教材・ワークシート 
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理科 

授業づくりチームメンバー 授業者 科目 対象クラス 教室 

  理数物理 1年 ６組 化学実験室 

 

1.単元名 

運動の法則 

2.単元の目標 

色々な力の性質についての理解を深める。 

 

3.単元の指導と評価の計画（全２時間）（1回完結型で不必要な場合もあります） 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 
学習内容 

〔何を学ぶか〕 

学習活動 

〔どのように学ぶか〕 

評価の観点 主な評価規準【観点】と評価方法等 

〔何ができるようになるか〕 知 思 主 

１ 

 
重さと質量① 

運動の第２法則の学習を

通して、重さと質量の違

いを理解する。 

●   

重さと質量の違いを説明できる。（知・技） 

２ 

本

時 

重さと質量② 
天秤や風船を用いた実験

を行い、現象を分析する。 

 ● ● 実験結果に基づいて考察し、論理的に分析できる。（思・

判・表） 

班で協力して実験に取り組むことが出来る。（主体性） 

 

 

4.本時のテーマ 

重さと質量 

5.本時の目標 

天秤と風船を用いた実験を行い、結果に疑問を持ち、自然法則をもとに分析し、理解を深める。（思・判・表） 

班で協力して実験に取り組む。（主体性） 

6.取り上げる「考察力」の要素（別紙①～⑦のうちのどれか） 

③批判・疑問、④分析・比較 

7.「考察力」の育成のねらい 

③予測と異なる実験結果に疑問を持ち、科学の知識と結び付けて考察できるようになる。 

④実験条件の違いが実験結果にどのような影響を与えているかを分析できるようになる。 

 

8.本時の評価規準・判断基準  

観点 「十分満足できる」状況（A） 「概ね満足できる」状況（B） 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断さ

れた生徒に対する支援のてだて 

知・技    

思・判・表 実験結果に基づいて考察し、論理

的な分析を表現できる。 

実験結果に基づいて考察し、分析でき

る。 

実験結果に基づいて考察できていな

い。 

→実験結果について特に着目すべき

点についてヒントを与える。 
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主体性 班で協力して実験に取り組み、積

極的に発言することができる。 

班で協力して実験に取り組むことが出

来る。 

班で協力して実験に取り組むことが

出来ない。 

→実験への積極的な参加を促す。 

 

9.本時の学習過程 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導

入 

10

分 

 

・天秤棒を使った紙風船とゴム風

船の実験を班で行う（紙風船5班、

ゴム風船 5班に分かれる 

）。 

・実験結果をまとめ、隣の班と実

験結果を共有する。 

・机間巡視を行い、適宜助言する。 

 

 

 

・なぜ、紙風船とゴム風船で結果に違い

が出ているのかに注目するように促す。 

●班で協力して実験に取り組むことが出

来ているか。（実験の様子）【主体性】 

展

開

１ 

15 

分 

 

 

 

展

開

２ 

10

分 

 

 

 

・電子天秤でゴム風船の重量を測

定し、しぼんだ状態と膨らんだ状

態を比較する。 

 

・空気の平均分子量から空気の質

量を算出する。 

 

・計算結果と測定結果について班

ごとに、話し合う。 

 

 

・器具の使い方について、適宜助言する。 

 

 

・机間巡視を行い、計算方法について、

助言する。 

 

・計算結果と測定結果の違いがなぜ生ま

れたのかを考えさせる。特に、測定誤差

以外の理由がないか考えさせる。 

・計算結果と測定結果の違いが空気の浮

力の影響によるものであると気づかせ

る。 

●班で協力して実験に取り組むことが出

来ているか。（実験の様子）【主体性】 

 

 

 

ま

と

め 

15 

分 

 

・天秤棒を使った紙風船とゴム風

船の実験の結果について、浮力が

関係していることに気づき、普段

意識しない空気にも重さがある

ことを理解する。また、自分が考

えたことを班で共有する。 

・紙風船とゴム風船の空気の密度の違い

を説明する。 

・浮力に着目して、紙風船とゴム風船の

実験の結果の違いを説明するように促

す。 

●実験結果に基づいて考察し、分析でき

る。（発言内容）【思・判・表】 
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10.教材・ワークシート 
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英語科 

授業づくりチームメンバー 授業者 科目 対象クラス 教室 

  総合英語 R 1年３組 1年３組 HR教室 

 

1.単元名 

研修旅行の資料を用いて提案をしよう 

2.単元の目標 

ホームステイ先からの資料を使い、活動内容について吟味・提案をする。 

 

3.単元の指導と評価の計画（全１時間） 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 
学習内容 

〔何を学ぶか〕 

学習活動 

〔どのように学ぶか〕 

評価の観点 主な評価規準【観点】と評価方法等 

〔何ができるようになるか〕 知 思 主 

１回完結型につき記載なし 

 

4.本時のテーマ 

研修旅行の資料を用いて提案をしよう 

5.本時の目標 

ホームステイ先からの資料を使い、活動内容について吟味・提案をする。 

6.取り上げる「考察力」の要素（別紙①～⑦のうちのどれか） 

③批判・疑問  ⑤言語化・表現 

7.「考察力」の育成のねらい 

研修旅行の資料を用いてホームステイ中の活動についてホストファミリーに提案する。資料の内容に疑問を持ち、新た

な提案をする力を育成する。 

 

8.本時の評価規準・判断基準  

観点 「十分満足できる」状況（A） 「概ね満足できる」状況（B） 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断さ

れた生徒に対する支援のてだて 

知・技 ― ― ― 

思・判・表 資料中の変更すべき箇所を見つ

け、その全てについて新たな提案

をしている。 

資料中の変更すべき箇所を見つけ、そ

の一部について新たな提案をしてい

る。 

資料中の変更すべき箇所を見つけら

れない。また、新たな提案を一つもで

きない。提案するための表現等を助言

する。 

主体性 研修旅行の目的を理解しそれに合

うような提案をしようとし、その

提案が説得力のあるものになるよ

う工夫しようとしている。 

研修旅行の目的を理解し、それに合う

ような提案をしようとしている。 

研修旅行の目的に合うような提案を

しようとしていない。生徒同士でアド

バイスし合うようよう指示する。 
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9.本時の学習過程 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導

入 

５

分 

 

・グループ(4～5人)に分かれ、ワ

ー ク シ ー ト を 配 布 。

【Situation】を読み、本時の目

標を確認する。 

  

展

開

１ 

 

25

分 

 

 

 

 

 

・【Dialogue】と e-mailを読み、

予定の変更が必要な箇所を、そ

の理由とともに考える。 

 

 

・考えた内容に基づき、また、

Google Classroom で配信され

た資料を使用し、班ごとにメー

ルの返信を考え、Google Slide

上に打ち込む。 

・生徒の表現力向上を狙いとするため、

辞書機能及び翻訳機能の使用を認め

ず、自分が知っている単語や表現で伝

えるよう声掛けをする。 

 

・提案のための表現について、必要に応

じて個別指導をする。 

 

 

 

 

 

●【主体性】 

グループ内で協力し、提案をしようとし

ているか。（取り組みの様子） 

ま

と

め

20

分 

 

・解答例を示し、提案すべき箇  

 所の確認や表現の確認をする。 

 

 

・グループごとの解答例を示しながら、

良い点を中心に内容の総括をする。生

徒が気づけていない点があれば、その

点に関しても指導する。 

●【思・判・表】 

変更すべき場所に関して、説得力のある

提案をできているか。（課題の内容） 
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10.教材・ワークシート 
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音楽科 

授業づくりチームメンバー 授業者 科目 対象クラス 教室 

  芸術Ⅰ（音楽） 1年２組 音楽教室 

 

1.単元名 

音楽Ⅰ「音楽の要素から表現方法を考え、工夫して歌おう」 

2.単元の目標 

【知・技】創意工夫を生かした歌唱表現をするために、必要な表現上の効果を生かして歌う技能を身に

付ける。 

【思・判・表】音楽を形作っている要素を知覚し、その働きを感受しながら、知覚したことと感受した

こととの関わりについて考え、歌詞の内容を理解してどのように歌うかについて表現意図を持つ。 

【主体】歌詞の内容や旋律に関心を持ち、主体的に歌唱の学習活動に取り組む。 

 

3.単元の指導と評価の計画（全６時間） 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 
学習内容 

〔何を学ぶか〕 

学習活動 

〔どのように学ぶか〕 

評価の観点 主な評価規準【観点】と評価方法等 

〔何ができるようになるか〕 知 思 主 

１ 

２

３ 

・歌詞内容の理解 

・鑑賞 

・歌唱練習 

・「THIS IS ME」の歌詞を各自で日本

語に訳し、内容を理解する。 

・映画本編を鑑賞し、誰がどのような

場面で歌っているかを理解する。 

・歌詞をリズム読みして発音を理解

し、英語で歌唱する。 

●   

●【知】英語の歌詞の内容、旋律との関係を

理解して歌唱することができる。（観察・ワ

ークシート） 

４ 

本

時 

・表現の工夫 

・サビ部分の旋律や感情の違いを考え

る。 

・サビ部分をどのように表現するか考

え、グループで意見をまとめ、歌唱す

る。 

 ● 〇 ●【思】旋律や構成などの音楽を形作ってい

る要素と歌詞の内容とを関連付けて考える

ことができる。（観察・ワークシート） 

●【思】曲にふさわしい音楽表現を考えるこ

とができる。(観察・ワークシート) 

〇【主】自分の表現したいことをまとめるこ

とができる。（振り返りシート） 

５ 

６ 

・表現の工夫 

・実技テスト 

・「THIS IS ME」をこれまでの学習を踏

まえ、表現を工夫しながら歌唱する。 

● 〇  ●【知】音楽的表現をするために必要な発

声、発音などの歌唱技能を身に付け、創造的

に歌唱することができる。（実技テスト） 

〇【思】音楽を形作っている要素を感受しな

がら、歌詞の内容を理解してどのように歌

うかについて表現意図を持って歌唱するこ

とができる。（実技テスト） 

 

4.本時のテーマ 

音楽の要素から表現方法を考える 
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5.本時の目標 

音楽を形作っている要素を知覚し、その働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、

歌詞の内容を理解してどのように歌うかについて表現意図をもつ。 

6.取り上げる「考察力」の要素（別紙①～⑦のうちのどれか） 

④分析・比較、⑤言語化・表現 

7.「考察力」の育成のねらい 

楽曲におけるさまざまな音楽の要素の働きを分析し、グループごとに表現を考察する。また、その表現したいことをど

のように歌唱すれば聴き手に伝わるかを、実際に歌いながら考え、音楽的表現を深めていく。 

 

8.本時の評価規準・判断基準  

観点 「十分満足できる」状況（A） 「概ね満足できる」状況（B） 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断さ

れた生徒に対する支援のてだて 

知・技    

思・判・表 楽曲にふさわしい音楽表現につい

て、旋律や構成などの音楽を形作

っている要素と歌詞の内容を手が

かりにし、グループ活動において

協働的に音楽表現を考えている。 

旋律や構成などの音楽を形作っている

要素と歌詞の内容とを関連付けなが

ら、フレーズのまとまりや強弱の変化

など、どのように音楽表現をすればよ

いか、試奏しながら考えている。 

机間指導をしながら、個別に助言す

る。 

主体性 曲の特徴や歌詞の内容、旋律との

関係に関心を持ち、イメージを持

って歌う学習に意欲的に取り組ん

でいる。 

曲の特徴や歌詞の内容、旋律との関係

に関心を持ち、主体的に歌唱の学習に

取り組んでいる。 

机間指導をしながら、個別に助言す

る。 

 

9.本時の学習過程 

●…形成的評価、○…総括的評価 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導入 

10分 

 

1 ストレッチ・発声を行う。 

全体で「THIS IS ME」を歌う。 

 

 

２ 本時の学習内容を確認する。 

・身体の使い方や口の開け方に気をつけて

歌うようにする。 

・旋律のまとまりを意識して歌えるように

助言する。 

音楽を形作っている要素に着目して、自分た

ちの表現を考えてみよう。 

 

展開１ 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各自、楽譜から読み取れる歌

詞や旋律の特徴をワークシートに

まとめる。 

 

 

４ グループに分かれ、どのよう

に歌ったらよいか、ワークシート

を使って話し合い、意見をまとめ

る。 

・「THIS IS ME」の旋律について、教科書記

載の音楽の要素に着目しながら、各自でワー

クシートに記入させる。 

 

 

・個人で表現の工夫を記入した後、グループ

内で互いに意見を聞き合い、まとめる。 

・工夫したところを各自の楽譜に書き込ま

せる。 

●【思】旋律や構成などの音楽を

形作っている要素と歌詞の内容

とを関連付けて考えることがで

きる。（観察・ワークシート） 

●【思】曲にふさわしい音楽表現

を考えることができる。(観察・

ワークシート) 
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展開２ 

15分 

 

５ グループで試奏しながら話し

合い、音楽表現を工夫する。 

 

 

 

６ 本時の学習をふまえ、全体で

「THIS IS ME」を通して歌う。 

 

・グループで表現を工夫して歌う際に、工夫

してどうだったか、その工夫で良いかなどを

問い返すことで、ふさわしい音楽表現を追求

させ、思いや意図をもてるようにする。 

・今回取り上げた小節以外についても表現

を考えて歌うように促す。 

 

まとめ 

５分 

７ 授業の振り返りをする。 

 

・次回からはグループで考えた表現を自分

の歌唱表現に生かすように伝える。 

〇【主】自分の表現したいことを

まとめることができる。（振り返

りシート） 
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10.教材・ワークシート 

 


